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表３ 中学校２年生の一年間を通した「授業モデル」（光村図書『国語２』）

１学期 ２学期 ３学期

過 思考力の 「文化を伝えるチンパンジー」 「モアイは語る―地球の未来」 「言葉の力」

程 要素 （問題提起文あり） （問題提起文あり） （問題提起文あり）

指 導 の 工 夫

つ 【Ａ】

①題名から、内容を予想する。か 言語情報

②全体の構成を考えながら、問題提起や結論を述べている文を把握する。む への主体

③□段落に示された問題提起と□段落に示された結論部分とを確認し、そのつながり的 な 働 き １ ３

を読み取っていくための課題をつかむ。かけ

＜読みの課題＞

「人間の文化の起源を調 「わたしたちの住む地球の 「言葉というものの本質

べるには、チンパンジー 未来を考えるうえで、とても が、それを発している人間

の行動を観察することが 大きな問題」とあるが、それ 全体の世界をいやおうな

有効」とあるが、それは にはどのような「問題点」が しに背負ってしまう。」とあ

どのような理由から考え あり、その解決策はどうあ るが、それはどのような理

られたのか。 るべきか。 由から考えられたのか。

深 【Ｂ】

④「課題」について 「チ ④「課題」について 「イース ④「課題」について 「桜め 言語情報 、 、 、

」 「 」 （ ）」る の正確な ンパンジー と 人間 ター島」と「現在の地球」 の木 に関する出来事

に関する記述内容を探 に関する記述内容を探し、 と「言葉の世界での出把握

し、両者を比較した表 両者を比較した表に記入す 来事」に関する記述内【Ｃ】

に記入する。 る。 容を探し、両者を比較言語情報

⑤「課題」について具体 ⑤「課題」について具体的に した表に記入する。と 生 活 体

的に読み取っていくた 読み取っていくための観点 ⑤「課題」について具体験 と の 関

めの観点（地域の環境 人口の増加 森林の破壊 的に読み取っていくた連付け （ 、 、

と文化の在り方、文化 食糧・資源問題、土壌の流 めの観点（花びらと言【Ｄ】

が親から子へ伝わって 失）を基に自分が追究した 葉、桜の木と人間）を既有の知

いく過程）を基に、そ いものを選択し、その観点 基に、その観点に沿っ識や体験

の観点に沿って、自分 に沿って、自分なりの「問 て、自分なりの主張をに 基 づ く

なりの主張をまとめる 題点」に関する解決策をま まとめる。言語情報 。

とめる。の評価

ま 【Ｅ】

⑥ チンパンジー と ヒ ⑥自分で選んだ観点に合った ⑥「桜の木（に関する出と 新 た な 思 「 」 「

ト」とを比較した表を 「イースター島」に関する 来事 」と「言葉の世界め 考の生み ）

基に、文章構成を工夫 記述やそれに対応する「現 での出来事」とを比較る 出 し と 言

して、二つの観点を踏 在の地球 の記述を比較し した表を基に、文章構語化 」 、

まえた「文化の伝承」 文章構成を工夫して 「地球 成を工夫して、二つの、

に関する自分なりの考 の未来」に関する自分なり 観点を踏まえた「言葉

えをまとめる。 の考えをまとめる。 の力」に関する自分な

りの考えをまとめる。


